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一般質問

 
市
地
域
防
災
計
画
で
、
市
を

含
む
濃
尾
平
野
の
南
西
部
で
液

状
化
の
危
険
度
が
極
め
て
高
い

と
示
さ
れ
て
い
る
。

地
震
災
害
が
起
こ
れ
ば
市
は

埋
立
地
、
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
と
最
悪
の
立
地
条
件
で
あ

る
よ
う
に
思
う
。
小
島
町
地
内

の
木
曽
川
堤
防
は
震
災
時
、
本

当
に
大
丈
夫
な
の
か
。

木
曽
岬
町
は
見
上
げ
る
よ
う

な
堤
防
が
で
き
て
い
る
。
ど
う

し
て
あ
そ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま 

っ
て
愛
知
県
の
方
は
続
け
ら
れ

な
い
の
か
。
今
後
の
対
策
や
方

針
を
聞
く
。

  
 
市
長

（
国
の
）木
曽
川
河
川
整
備
計

高
潮
堤
整
備
の
早
期
建

設
を
国
に
依
頼
し
た
い

画
は
、
五
明
地
区
の
堤
防
拡
幅
、

Ｊ
Ｒ
関
西
線
よ
り
下
流
の
高
潮

堤
【
注
１
】
の
整
備
、
そ
し
て

Ｊ
Ｒ
関
西
線
か
ら
愛
西
市
ま
で

矢
板
工
法
や
高
水
敷
【
注
２
】

を
整
備
す
る
漏
水
対
策
で
あ
る
。

▲

木
曽
川
左
岸
の
高
水
敷
整
備

（
小
島
町
地
内
）

　

年
度
は
（
上
流
か
ら
）
Ｊ

２０
Ｒ
鉄
橋
ま
で
の
漏
水
対
策
の
予

算
措
置
が
さ
れ
て
い
る
。

（
前
述
の
）
高
潮
堤
整
備
が
遅

れ
て
い
る
の
で
、
早
期
建
設
を

（
国
に
）
依
頼
し
て
い
き
た
い
。

市
民
の
安
心
・
安
全
に
対
し
、

こ
れ
か
ら
も
防
災
を
含
め
て
整

備
計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
注
１
】
台
風
等
に
よ
る
高
潮
被
害

を
防
ぐ
堤
防
。

【
注
２
】
水
面
よ
り
一
段
高
い
敷
地
。

河
川
敷
と
も
言
う
。
洪
水
時
は
安
全

に
水
を
流
す
敷
地
と
な
る
。

  
日
光
川
下
流
の
水
門
改
修
で
、

県
の
調
査
費
が　

年
度
に
認

２０

め
ら
れ
た
と
聞
い
た
。

日
光
川
の
堤
防
対
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

  
 
市
長

日
光
川
水
閘
門（
＝
飛
島
村
）

の
改
修
工
事
は　

年
度
か
ら

２１

着
手
さ
れ
る
。

日
光
川
の
堤
防
は
河
川
管
理

日
光
川
の
堤
防
対
策

を
聞
く

約　

㎞
の
区
間
を
県
が

２０
順
次
整
備
し
て
い
る

道
路
と
し
て
非
常
に
大
き
な
効

果
が
あ
る
。

稲
沢
市
か
ら
飛
島
村
ま
で
の

約　

㎞
の
区
間
を
（
県
が
）
順

２０
次
整
備
し
て
い
る
。
国
道
１
号

の
日
光
大
橋（
＝
蟹
江
町
）の
架

け
替
え（
交
差
道
路
）が
予
算
化

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

  
４
月
よ
り
、市
役
所
は
グ
ル
ー

プ
制
を
実
施
し
て
い
る
が
、導
入

前
と
後
で
何
が
変
わ
っ
た
の
か
。

  
 
総
務
課
長

従
来
の
係
制
を
グ
ル
ー
プ
制

に
変
更
し
、
意
思
決
定
過
程
が

１
、
２
過
程
省
か
れ
、
迅
速
化

が
図
ら
れ
た
。

担
当
者
と
部
課
長
と
の
距
離

が
縮
ま
り
、
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト

化
が
進
ん
だ
。

役
所
は
グ
ル
ー
プ
制
導

入
で
何
が
変
わ
っ
た
か

組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化

が
進
ん
だ

小
島
町
地
内
の
木
曽
川
堤
防
は

震
災
時
に
大
丈
夫
な
の
か

小 坂 井　　実　議員


